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帯広測候所

平成28年8月16日～18日にかけての

台風第７号に関する気象速報

【気象速報について注意とお願い】

値は速報値のため、後日修正する可能性があります。ご利⽤には留意願います。

気象速報に関するお問い合わせ先 電話 0155-24-4555



気象概況

台風第7号は、8月16日夜には関東地方に接近し、17日にかけて東北地方太

平洋側の沿岸を北上、17日17時半頃に襟裳岬付近へ上陸、19時に帯広市付

近を通過して21時には温帯低気圧に変わった。

（北海道への台風上陸は2007年台風第 9号以来、9年ぶり）

この台風の影響により、十勝地方では17日夕方から急激に雨や風が強まって、

夜のはじめ頃にかけて、非常に強い雨が降って大雨となり、海岸では暴風、内陸

でも強風が吹いた。

このため、足寄町や浦幌町で河川の増水などによる住家の床上浸水、各地で

倒木による停電、国道や道道が通行止めとなるなどの被害があった。また、本別

町、足寄町、浦幌町には一時避難勧告や避難指示が発令された。

（北海道十勝総合振興局調べ）



台風経路図（平成２８年台風第７号）

１４日３時
台風第７号が発生

１５日９時 ９８５ｈＰａ
父島の東約２８０キロ

１４日９時 ９９８ｈＰａ
小笠原近海

１６日９時 ９９０ｈＰａ
八丈島の南東約２９０キロ

１６日２１時 ９９０ｈＰａ
銚子市の南約１６０キロ

１７日９時 ９８０ｈＰａ
仙台市の南東約１００キロ

１７日２１時
温帯低気圧に変わる １７日１９時 ９８２ｈＰａ

帯広市付近

１７日１７時半頃
北海道襟裳岬付近に上陸

※この台風経路図は速報値に基づく
ものですので、後日変更になる場合が
あります。



地上天気図 8月15日21時～18日09時（12時間毎）

15日21時 16日09時 16日21時

17日09時 17日21時 18日09時



衛星赤外画像 8月15日21時～18日09時（12時間毎）

15日21時 16日09時 16日21時

17日09時 17日21時 18日09時



解析雨量 8月16日01時～17日00時（1時間毎）

※解析雨量とはレーダーとアメダス等の雨量計を組み合わせて、前1時間降水量分布を1km四方の細かさで解析したものです。



解析雨量 8月17日01時～18日00時（1時間毎）

※解析雨量とはレーダーとアメダス等の雨量計を組み合わせて、前1時間降水量分布を1km四方の細かさで解析したものです。



降水量時系列表（8月16日）



降水量時系列表（8月17日）



降水量合計 8月16日00時～18日00時



風向風速時系列表（8月17日）



最大風速と最大瞬間風速（8月16日00時～18日00時）



※ 年間記録・８月記録の「－」は10位以内に入らなかったことを示します。

統計開始以来の記録更新状況



海岸で打ち寄せる波をしばらく見ていると分かるように、実際の海面
の波は１つ１つの波高が均一ではありません。そこで、複雑な波の状
態を分かり易く表すために統計量を用います。
ある地点で連続する波を1つずつ観測したとき、波高の高い方から

順に全体の1/3の個数の波（例えば100個の波が観測された場合、高
い方から33個の波）を選び、これらの波高および周期を平均したもの

をそれぞれ有義波高、有義波周期と呼び、その波高と周期を持つ仮
想的な波を有義波と呼びます。（「3分の1最大波」と呼ぶこともありま

す。）このように有義波は統計的に定義された波で、最大値や単純な
平均値とも異なりますが、熟練した観測者が目視で観測する波高や
周期に近いと言われています。気象庁が天気予報や波浪図等で用
いている波高や周期も有義波としての値です。

沿岸波浪実況図（8月16日21時～18日09時）
16日21時 17日09時 17日21時

18日09時 18日21時



8月16日～18日にかけて帯広測候所が発表した防災気象情報（1/3）



8月16日～18日にかけて帯広測候所が発表した防災気象情報（2/3）



8月16日～18日にかけて帯広測候所が発表した防災気象情報（3/3）

※十勝地方土砂災害警戒情報は十勝総合振興局と釧路地方気象台の共同発表です。

※利別川洪水予報・十勝川洪水予報は帯広開発建設部と釧路地方気象台の共同発表です。


